
 
於 ： エ ブ ノ 泉 の 森 ホ ー ル  小 ホ ー ル

( 泉 佐 野 市 市 場 東 １ - ２ - １ )
 イ ベ ン ト 内 容 ： 表 彰 式 （ 最 優 秀 賞 受 賞 者 の 朗 読 ）

嬉 し 恥 ず か し 思 春 期 の 恋 の 話
　 取 材 場 所 ： 会 場 内

主 催 ： 一 般 財 団 法 人 泉 佐 野 市 文 化 振 興 財 団
株 式 会 社 向 新 　 　 　 　 　 　 　　

( 住 所 : 泉 佐 野 市 羽 倉 崎 1 - 5 - 1 0 、 代 表 取 締 役 社� : 向 井 新 将 )

P R E S S  R E L E A S E
報 道 関 係 各 位  株 式 会 社  向 新

 1 1 年 で 3 ０ . ０ ０ ０ 人 ！
小 学 生 が

” 今 ” し か 出 来 な い 表 現 を
競 い 合 う ！

約 5 0 年 の 歴 史 を 繋 ぐ
「 あ の ね 文 庫 詩 コ ン ク ー ル 」 表 彰 式

2 0 2 3 年 2 月 2 3 日 ( 木 ・ 祝 ) 1 1 時 ス タ ー ト



 
  最 優 秀 賞 受 賞 者 に よ る 朗 読 ( 昨 年 開 催 )

テ レ ビ の リ モ コ ン を 取 り 上 げ る パ パ の 理 不 尽 さ を
一 年 生 な ら で は の 言 葉 で 表 現 ！

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「あのね文庫詩コンクール」は、子どもの豊かな表現力を
育てる「あのね教育」の創始者で、泉佐野市出身の鹿島和
夫先 生監修のもと、泉佐野市文化振興財団と共催で開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「 あ の ね 教 育 」 と は 、
「 せ ん せ い 、 あ の ね 。 」 と 話 す よ う

に 、 物 事 を 見 る 素 直 な 視 点 を
自 己 表 現 に 活 用 で き る よ う

子 ど も た ち 独 自 の 力 を 引 き 出 す
会 話 か ら 始 ま る 、

文 章 能 力 向 上 の 教 育 方 法

当 社 の 1 2 0 周 年 記 念 事 業 の 一 環 と し て
2 0 1 2 年 に 初 開 催 し 、 今 年 で 1 1 回 目

大 阪 南 部 ・ 泉 州 地 域 の 小 学 生 か ら
作 文 や 詩 を 募 集

今 回 は 、 泉 佐 野 市 、 熊 取 町 、 田 尻 町 を は じ
め 堺 市 な ど 1 7 の 小 学 校 か ら 4 0 6 0 点 の 作 品

が 寄 せ ら れ た

過 去 1 1 年 の 参 加 者 は 、 の べ 3 万 人 以 上

第 1 1 回 で は 最 優 秀 賞 1 点 、 優 秀 賞 6 点 、
佳 作 6 点 、 奨 励 賞 2 2 点 の 合 計 3 5 作 品 を 発 表

⚠の 多 い 電 子 機 器 を 親 子 で 安 全 に 使  い こ
な す た め の プ ロ の 講 演 は 必 見 ！

題 「 I T 時 代 を 生 き 抜 く チ カ ラ 〜 私 達 は 被
害 者 に も 加 害 者 に も な ら な い 〜 」



む か 新 本 店 ( 泉 佐 野 市 上 町 3 丁 目 1 1 - 4 ) 2 階
於 ： 「 あ の ね ギ ャ ラ リ ー 」

鹿 島 先 生 が 撮 影 し た 子 ど も の 写 真 や 詩
「 小 さ な 詩 人 た ち と 言 葉 の 写 真 展 」 を 常 設

「 あ の ね 文 庫 」 代 表  向 井 新
 お か げ さ ま で 昨 年 む か 新 は 創 業 1 3 0 年

「 あ の ね ⽂ 庫 詩 コ ン ク ー ル 」 は 1 1 回 ⽬ を 迎 え 、 皆 様 の ご 先 祖 様 に
も 感 謝 を 込 め て 、 未 来 の 地 域 を ⽀ え て く れ る ⼦ 供 た ち の

『 ⼼ の 教 育 』 の お ⼿ 伝 い が で き れ ば 、 こ の 上 な い 幸 せ で す 。
コ ロ ナ 禍 の 中 で も 「 継 続 は ⼒ な り 」 の ⾔ 葉 の 通 り 、
形 を 変 え 、 ⼯ 夫 し な  が ら 、 地 域 の ⼦ 供 達 の た め 、

あ の ね 教 育 を 伝 承 し 続 け て 参 り ま す 。




